
 質問項目
(1)外的要因

(2)個人特性

(3)身体意識

(4)個人属性
・経験

(5)ダイエット行動 (山蔦ら,2009) 6項目
“食べる量を極端に少なくしている”

中国人大学生におけるダイエット行動に関連する
心理・社会的要因についての検討
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背景

目的

方法

 現代社会は，男女ともに，やせていることが賞賛されると考
える傾向がある(王,2018)

 中国の調査では，7割以上の大学生はダイエット経験があり，

その中約9割は食事制限をしたことがあった（人民日報,2019）

 極端な食事制限を行うことは，身体または心理の健康に様々
な悪影響を与える恐れがある(中井,2002)

ダイエットに悪影響を及ぼす要因を解明する必要がある

 異なる性別や体型の大学生のダイエット行動に影響を及ぼす要因を検討

 調査対象者
中国地方部にある大学の中国人大学生510名（男性69名，女性441名，平均年齢19歳）を対象に，2021年11月上旬にWeb調査を実施した

 過去のダイエット経験は大学生のダイエット
行動への影響が大きい

 大学生は自分を太っていると評価する傾向が
あり，自分の体型について，他人からの評価
を気にする。よって,

外的要因，個人特性，身体意識，個人属性・経験の4つの側面から，
それぞれの要因とダイエット行動との関連性を考察

メディアプレッシャー(Chen et al.，2012) 6項目
“テレビと雑誌からのプレッシャーを感じて、完璧な容姿や容貌が欲しい”

社会文化プレッシャー (Chen et al.,2012) 6項目
“家族から自分の容姿や容貌を変えなければいけないというプレッシャーを感じる”

ファッションへの関心 1項目“ファッションへの関心の程度はどのくらいでしょうか”

自尊感情(Rosenberg,1965) 6項目“私にはけっこう長所があると感じている”
自己意識(菅原,1984) 15項目“自分が他人にどう思われているのか気になる”
異性意識(鈴木ら,2001) 5項目“異性がそばにいるとドキドキする”

各項目は5段階で評定した（1:あてはまらない〜5:あてはまる）

自分の体型評価 1項目“自分の体型についてどう思うか”
やせ願望 1項目“もっと痩せたいと願いがあるか”
身体満足度(鈴木ら,2001) 3項目“自分の身体が好き”

特にやせた人に対しては，メディアから感じ
る痩身プレッシャーを防ぐために,メデイア
リテラシー教育が必要である

自分を否定しないような教育が求められる

考察
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性別，体重と身長の回答を求め，
BMI(Body Mass Index=体重(kg)/身長(m)2)を算出

（BMI18.5未満をやせ群，BMI24.0以上を肥満群，その他を標準群）

ダイエット経験 1項目，
“あなたはダイエットする経験があるか”

ダイエットの接触頻度 1項目
“ダイエットに関連する記事や製品に触れるか”

男女問わず共通して影響を及ぼした要因は，社会文化プレッシャーとダイエット経験であった

男女差については，自尊感情が男性のダイエット行動に影響し，メディアプレッシャーと身体
満足度が女性のダイエット行動に影響する

やせ群，標準群に共通して，自尊感情と
異性意識が身体満足度を介して，ダイエ
ット行動に影響する。ダイエット経験は
直接ダイエット行動に影響している。

やせ願望はダイエット行動と明確な関連
性はなかった

Figure2 体型別やせ・標準群のパス解析の結果（有意なパスのみ記載）
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男女とも標準体型であった

ダイエット必要がない人（BMI<24.0）

は全体の9割を占めた

 男女による関連性の差異

Figure1 男・女別重回帰分析の結果（有意なパスのみ記載）

 体型による関連性の差異

体型別差については,メディアプレッシャー
と社会文化プレッシャーがやせ群のダイエッ
ト行動に影響し,自己意識,ダイエットの接触
と自分の体型評価が標準群のダイエット行動
に影響する
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結果
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